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欧州の状況

• 従来：個々の大学や研究機関でEインフラを構築

• 今後：個々のインフラを繋ぎEU全体でEインフラを構築
1. 既存のEインフラをベースにネットワークから分野別DBまでを有機的に結合

2. 人社系へのサポートなどロングテールにおける活用も考慮

3. 産業界との連携も考慮
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1. CLARIN (language resources)
2. DODAS-CMS (high energy physics)
3. ESAS-ENES (Climate analytics)
4. GEOSS (earth observation)
5. OpenCoastS (Coastal circulation forecast)
6. WeNMR (structural biology)
7. EP pillar (Earth observation)
8. DARIAH (digital humanities)
9. LifeWatch (biodiversity)
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欧州の実情

• EOSCという構想（言葉）は浸透

•具体的なサービスとしては、
• EOSC-hub ：既存のDBやサービスのカタログサイト？

• OpenAIRE：従来作ってきた横断型検索サービス
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より具体的にどのように繋いでいくかが課題
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北米（カナダ）の状況

•図書館コンソーシアムの活動をNRENやHPC施設が支援

•リポジトリだけではなく研究データ管理システムも用意
•研究費助成機関も含めた活動へと進展
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アフリカの状況

•基盤だけではなくポリシー面も含めたPlatform構想

• AOSPに対してEOSCからのアプローチあり

•具体的なサービスはこれから
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アフリカの状況

•より具体的な活動としてNRENと図書館の連携

•日本の基盤開発との連携を検討
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日本の状況：NII Research Data Cloud
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• 機関リポジトリ＋分野別リポジトリやデー
タリポジトリとも連携

• 研究者や所属機関、研究プロジェクトの情
報とも関連付けた知識ベースを形成

• 研究者による発見のプロセスをサポート
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メタデータ集約・管理
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成果論文 研究データ

機関向け研究データ管理
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• データ管理基盤における簡便な操作で研究
成果の公開が可能

• 図書館員やデータキュレータによる、メタ
データや公開レベル統計情報などの管理機
能の提供

• データ収集装置や解析用計算機とも連携
• 研究遂行中の研究データなどを共同研究者
間やラボ内で共有・管理

• 組織が提供するストレージに接続した利用
が可能
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次期

日本学術会議 オープンサイエンスの取組に関する検討委員会
オープンイノベーションに資するオープンサイエンスのあり方に関する提言

2020運用開始



EOSCとNII RDCの比較

欧州と比べて議論が足らないところ

•研究分野や利用機関との連携のフレームワーク
•産業界との連携
• OS, OA, RDMに関するポリシーの成熟

ネットワーク

認証フェデレーション

VOプラットフォーム

クラウド・HPC

共通サービス

分野別サービス

共通ディスカバリサービス

各研究分野での
NII RDCの活用
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日本の大学が考える研究データ管理
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